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北 海道 日 高山 He o W SE 
AKH 健 夫 * 


YAGINUMA, Takeo*: Spiders of the Hidaka Mountain Range, Hokkaido, Japan 


日 本 列島 の 自然 史 科 学 的 総合 研究 の 一 環 と し て , 国立 科学 博物 館 に よる 北海 道 日 高山 脈 の ポロ シリ 岳 の 調 
査 が 1972 年 7 月 23 日 か ら 30 日 に わた っ て お と な われ た . 

調査 団 の 一 員 で ある 同 館 の 青木 淳一 博士 は ダニ や 地表 性 動物 の 調査 の か た わら 真正 央 昧 類 に も 注目 し , 多 
数 の 標本 を 採集 され , ほか に 渡辺 泰明 ・ 小 原 厳 氏 の 採集 品 を も ふく め て 同定 の た め 筆 者 の も と に 届け られ 
た . また , その 前 年 に 同 館 の 上 野 俊一 捕 士 採集 の ペ テ ガ リ 岳 の 標本 も すでに 受領 し て いた の で , あわ せ て と 
と に 同定 結果 を 報告 する . 

日 高山 脈 の クモ は と れ ま で に 調査 され た と と が な い 上 に , 大 雪山 の 調査 (JIBP-CT-S) を し て 間 も な い 
筆者 は 大 い に 興 味 を も っ て 同定 に あたる と と が で きた . 今回 の 種類 数 は わずか で は ある が , 北海 道 の 山 岳 地 
帯 の クモ の ファ ウナ を 知る 重要 な 資料 と な る . 

採集 個体 数 は 約 200 で , 整理 の 結果 13 科 25 属 37 種 と な り , うち 北海 道 新 記 録 が 3 種 , 新種 と 認め られ る も 
の が 6 種 あ る . 今回 記載 する 新種 の うち 4 種 は すでに 大 宝山 で 採集 され て お り , 新種 と 認め な が ら 発 表 の 機 
会 が な か っ た た め 保 留 し て あっ た も の で , と の た び 両 地 の 材 料 を も と に 記載 する こと と に し た . な お , ほか に 
幼生 の た め 属 種 の 決定 に いた ら な いも の や , 一 方 の 性 の み で 決定 保 禄 の も の な ど が 若干 ある . 

研究 の 機会 を 与え られ , また 報 文 に 関し て いろ いろ お 世話 に な っ た 青木 淳一 博士 , 上 野 俊一 博士, その 他 
調査 に ご 協力 下さ っ た か た が た , さら に ハエ トリ グモ に た 関し 日 頃 か ら ど 指導 を いた だ いて いる ポー ラン ド の 
PRoszyNsKI 博士 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 

標本 は タイ プ 標 本 ほか 大 部 分 は 国立 科学 博物 館 に , 一 部 は 東亜 凍 昧 学会 に 保管 する . 


目 録 


種 名 の あと の 記号 は 調査 地点 (調査 年 月 日 ・ 採 集 方 法 ・ 採 集 者 名 を 含む ) と 採集 個体 数 , MY C9 SRK, 
ey dy 幼生 ) を , (D) は 大 雪山 に も 産 す る と と を 示す . 文献 は 省略 し , 過去 の 記録 の 主要 な も の の み 著 者 
お よび 年 代 で 示す . 分 布 は 次 の 貼 号 に よっ た . 

Hk. (北海 道 ), Hn. (KW), S. (四国 ), K. Gui), Rk. (南西 諸島 ), Ku. CFS) Sk. (カラ フト ), 

T. (台湾 ), Kr. (韓国 ), C. CRAKE), [Pal] ( 旧 北 区 ), [Hol] ( 全 北 区 ) 


Antrodiaetidae カネ コト タテ グモ 科 


1. Antrodiaetus yesoensis (UvEMURA, 1942) エゾ ト タ テ グモ H 18 şs, (D). 
Acattyma yesoensis UYEMURA, 1942. ——Antrodiaetus r.: YAGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. (Hk.) 
北海 道 に 広く 分 布 . 本 州 に は 同属 別種 が いる . と の 属 は 北米 と 日 本 の み に 分 布 す る 点 で 注目 に 値 す 
4. 
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Amaurobiidae ガケ ジグ モ 科 


2. Callobius hokkaido Lrecu, 1971 エゾ ガケ ジグ モ H 19 ey, (D). 
LEECcH, 1971 . Amaurobius claustrarius: YAGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. (Hk.), (D). 
本 種 は , 欧州 産 の も の より 北米 産 の も の に 似 て いる 点 に 興味 が も た れる . 
3. Callobius sp. エゾ ガケ ジグ モ その 1 種 . H1 vy, H4 2ey, H14 dy. 
幼生 で 種 決定 困難 . 前 種 と 異な り 腹部 に 矢 羽 状 斑 が ある の で C. claustrarius で あろ うと 思わ れる ・ 


Theridiidae ヒメ グモ 科 


4. Theridion nigrolimbatum YAGINUMA, n. sp. タカ ネ ヒ メグ モ H2 399yd, H33, H4 9, H10 ed, H 129, 
H15 396, (D). 
本 種 は すでに 長野 県 ( 千 国安 之 輔 , 1970)・ 宮 城 県 (片岡 佐 太郎 , 1970) お よび 大 雪山 (西川 喜朗 ・ 垂 
水 有 三 ・ 野 戸 章 , 1970) で も 多数 採集 され て いる . 個体 に よる 斑紋 の 変化 が 大 きく , 腹部 中 央 の 白色 部 
の 両側 が 黒色 の も の か ら , 左右 に 1~ 2 個 ず っ の 黒 租 に な っ て いる も の な ど が ある . 
5. Theridion chikunii YAGINUMA, 1960 バラ ギ ヒ メグ モ H3S. 
YAGINUMA, 1960, 1968, 1971. (Hn. S. K.; Kr.) 
日 本 アル プス で 初め て 発見 され て 以来 各地 に 産 す る と と が 明らか に な っ た が , 北海 道 で は 新 記 録 で あ 
4. 
6. Theridion rapulum YAGINUMA, 1960 ギボシ ヒメ グモ H2 32, H3 9, (D). 
Yacinuma, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S. K. Rk.) 
古い 文献 に 出 て くる 未 記 載 種 の ナリ ヒラ グモ Narihira delicata (nom. nud.) が 本 種 に 当る よう で ある . 
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Linyphiidae サラ グモ 科 
7. Arcuphantes septentrionalis (O1, 1960) キタ ヤミ グモ H3 9, H4 29, dy, H12 9, (D). 
Fusciphantes septentrionalis O1, 1960. —— Arcuphantes s.: YAGINUMA, 1971. (Hk. Tsushima). 


8. Centromerus terrigenus YAGINUMA, n. sp. エゾ マル サラ グモ H12 9, (D). 


本 種 は 大 雪山 (970) で 多数 採集 され て お り , 両 地 の 材 料 を も と に 記載 する . 欧州 の C. sylvaticus 


に 近似 する . 
9. Neolinyphia angulifera (SCHENKEL, 1953) ハン モッ クサ ラグ モ H3 49, 2ey, H12 $, (D). 
SCHENKEL, 1953. —-Neriene angulifera: HELSDINGEN, 1969. —— Linyphia peltata: Saito, 1934; 


Y AGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. —— Neolinyphia peltata: O1, 1960. 
日 本 で は 従来 と . peltata と 同定 され て きた も の で , HrLsDINGEN (1969) が ヨー ロッ パ 種 と 比較 し た 
結果 , 日 本 の も の は 中 国 大 陸 の も の と 同一 で ある と と を 指摘 し た . (Hk Hn. S. K. Rk.; C.) 
10. Prolinyphia emphana (WaLCKENAER, 1841) サラ グモ H1 29$, H3 169, 29y, H13 dy, H15 93, (D). 
Linyphia emphana WALCKENAER, 1941; Sarro, 1936; YaGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. Pro- 
linyphia e.: Or, 1960. ——Nertiene e.: HELSDINGEN, 1969. (Hk. Hn. [Pal.]) 
本 種 を サラ グモ Linyphia marginata と し て 記述 され て いる 文献 が あり , 注意 を 要する . 本 州 で は 下 
北 半 島 に 産 す る . 
11. Prolinyphia marginella 01,1960 コシ ロブ プチ サラ グモ H2 9, H3 9, H4 9, H15 2g. 
Or, 1960. —— Neriene marginella: HELsDINGEN, 1969. (Hn. S.) 北海 道 新 記録 . 


Micryphantidae コ サ ラ グモ 科 


12. Erigonidium nigriterminarum O1, 1960 ハン シン グロ ナン キン グモ H12 4, H15 9, (D). 

O1, 1960. (Hk. Hn. S.) 

13. Strandella quadrimaculata (Uyx&MURA, 1937) ヨッ ツボ シ サ ラグ モ ( ヨ ツ ボ シ ア カム ネ グ モ ) H15 d$, 
(D). 
Oedothorax q. UvgMuna, 1937; Yacinuma, 1957, 1960. ——Strandella q.: Or, 1960; YAGINUMA, 

1968, 1971. (Hk. Hn. S. K.) 

Or (1960) DND 9 は 本 種 で ある が , d (pl. 15, figs. 200, 203) は 別種 で ある. と の た め ョ ツボ シ 
サラ グモ に 多少 の 混乱 を 見 る . Or の さ の 図 に あたる 種 は 九州 彦山 (大 熊 千 代 子 , 1959) PBB CER 
NERA KAZ, 1971) で 発見 され て お り , 新種 と し て 発表 予定 の も の で ある - 

14. Oedothorax insecticeps BOESENBERG et STRAND, 1906 セス ジア カム ネ グ モ H5 Q, dy, H8 29y, H10 
gy, (D). 
BoEsENBgRG & STRAND, 1906; YAGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971; Or, 1960. (Hk. Hn. S. K.; Kr.) 


Argiopidae コガ ネ グ モ 科 


15. Araneus boreus UYEMURA et YAGINUMA, 1972, キタ グ ニ オ ニ グ モ H3 ey, (D). 
UvEMURA & Yactnuma, 1972. (Hk. Hn.) 
既知 産地 : 北海 道 大 雪山 ・ 栃 木 県 ・ 群 馬 県 ・ 八 ケ 岳 . 
16. Araneus displicatus (HENTS, 1847) ムツ ボ シ オ ニ グ モ H4 3, 9y, H15 gy, Sy, H194, H23 g, (D). 
HENTZ, 1847. Araniella d.: ARCHER & YAGINUMA, 1959. -——Araneus d.: YAGINUMA, 1960, 
1968, 1971. (Hk. Hn. S. K. Rk.; [Hol.]) 
17. Araneus triguttatus (FABRICIUS, 1775) マメ オニ グモ H3 3ey, H10 9y, H15 3¢y, (D). 
FABRICIUS, 1775; BOESENBERG, 1901; Simon, 1929; WIEHLE, 1931; Sarro, 1934; YosuikKuRa, 1939; 
YAGINUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S. K.; Sk. [Pal.]) 
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18. Araneus ventricosus L. Kocu, 1879. オニ グモ 白老 s, H22 10ey, dy, (D). 
Epeira senta Karscu, 1877. ——E. ventricosa L. Kocu, 1879. 
1906. Araneus v.: Sarro, 1934, 1936; UvrMuna, 1961; Yacrnuma, 1960, 1968, 1971. (Hk. 
Hn. S. K. Rk.; Sk. T. Kr. C.) 
19. Zilla sachalinensis (Sarro, 1934) カラ フト オニ グモ H3 Gyo, H4 J, (D). 
Araneus sachalinensis Saito, 1934; Zilla s.: YAGINUMA, 1955, 1960, 1968, 1971. 
s.: Sarro, 1959. (Hk. Hn. S. K. Rk.; Sk. Kr.) 
20. Meta yunohamensis BOESENBERG et STRAND, 1906 メガ ネ ド ヨウ グモ Hi g, (D). 
BozsENBERG & STRAND, 1906; Sarro, 1934, 1939, 1959; YAGiNUMA, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S. 
K. Ku.; T. Kr. Sk.) 
21. Meta segmentata (CLERCK, 1758) キタ ド ヨ ウ グモ H15 gy, (D). 
Araneus segmentatus CLERCK, 1757; Simon, 1929. —— Meta segmentata: SIMON, 1929; LOCKET & 
MILLIDGE, 1953; YaGiNUMA, 1960, 1968, 1971. ——Meta reticulata: WIEHLE, 1931. (Hk. Hn. 
Ku.; Sk. [Pal.]) 
22. Pronous minutus (Sarro, 1939) コ オ ニ グモ モドキ H3 9, (D). 
Wixia minuta Sarro, 1939; Yacinuma, 1960. ——Pronous m.: YAGiNUMA, 1965, 1968, 1971. (Hk. 
Hn. S. K.; Kr.) 
23. Menosira cericea (Sarro, 1934) キヌ キリ グモ H12 29y, H15 59y. 
Nesticus cericeus Saito, 1934, 1959. — —Lepthyphantes c.: YAGINUMA, 1957. ——Menosira cericea: 
YAGINUMA, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S.) 
と の 属 の 原 記載 は な い が , 千 国 安 之 輔 (1955) の Menosira ornata. の 記載 を 同時 に 属 の 記載 と みな 


Aranea v.: BOESENBERG & STRAND, 


Araneus (Zilla) 


し 有効 属 と し て いる . 
24. Tetragnatha extensa (LINNE, 1958) ハラ ビ ロ ア シナ ガ グ モ PT 3, (D). 
Aranea extensa LINNÉ, 1758. —— Tetragnatha extensa: L. Kocu, 1862; Simon, 1929; WIEHLFE, 


1939; Sarro, 1934, 1959; Yacinuma, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. Ku.; Sk. C. [Hol. 
25. Tetragnatha pinicola L. Koca, 1870 ミド リア シナ ガ グ モ H3 gy, H10 29y, (D). 
L. KocH, 1870; Sarro, 1934; Yacinuma, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S.; [Pal.]) 
26. Tetragnatha yesoensis Sarto, 1934 エゾ アシ ナガ グモ H15 J, (D). 
SAITO, 1934; YaciNUMA, 1957, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. Ku.; Sk. C. [Hol.]) 


Argyronetidae ミズ グモ 科 


27. Cybaeus aokii YAGINUMA, n. sp. エゾ ナミ ハグ モ H5 3, H133, H18 9. 
28. Cybaeus petegarinus YAGINUMA, n. sp. ペデ テ ガリ ナミ ハグ モ PT g, (D). 
本 種 は 大 雪山 (西川 ・ 垂 水 ・ 野 戸 , 1970) で も 採集 され て いる が , \ は 不明 . 


Lycosidae ドク グモ 科 


29. Arctosa daisetsuzana (SAITO, 1934) ダイ セツ ドク グモ | H6 Yy, 3, H8 23, dy, H10 g, (D). 
Lycosa daisetsuzana Sarro, 1934, 1941. Pardosa d.: ROoEWER, 1954; Bonner, 1958. 
d.: YAGINUMA, 1960, 1968, 1971; Yacinuma & NisHiKAWA, 1971. (Hk. Hn.) 
北海 道 お よび 日 本 アル プス か ら 採集 され て いる . 欧州 に 産 す る Arctos alpigena (DOLESCHALL, 
1852) と 同種 か と 思わ れ , 目下 比較 検討 中 . 当分 の 間 と の 学名 を 使用 する . 
30. Pardosa lugubris (WALCKENAER, 1802) エゾ ドク グモ H23 9, (D). 
Aranea lugubris WALCKENAEK, 1802. ——Pardosa l.: ROEWER, 1929; Bonnet, 1958; Simon, 1954; 


Arctosa 
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YaciNUMa, 1957, 1960, 1968, 1971. ——Lycosa l.: Locker & MiLLIDGE, 1951. ——Lycosa 
chelata: Danr, 1929. (Hk. Hn.; [Pal.]) 


Thomisidae カニ グモ 科 


31. Synaema takashimai (UYEMURA, 1937) アマ ギ エ ビ スグ モ H3 9y, H8 g, (D). 

Oxyptila takashimai Uvemura, 1937. 
1968, 1971. (Hk. Hn. s. K.) 

32. Xysticus atrimaculatus BoesENBERG et STRAND, 1906 クロ ボン カニ グモ H23 ey. 


Diaea t.: YAGINUMA, 1960. -———Synaema t.: YAGINUMA, 


Xysticus lateralis atrimaculatus BOESENBERG et STRAND, 1906; Yacinuma, 1960, 1968, 1971. —— 
Xysticus audax atrimaculatus: RogwER, 1954. -——Xysticus lanto: BONNET。 1959. ——Xysticus 
atrimaculatus: YAGINUMA, 1971. (Hn. S. K. Rk.; [Pal.]) 北海 道 新 記 録 . 


Salticidae ハエ トリ グモ 科 


33. Pellenes ususudi YAGINUMA, n. sp. ウス スジ ハエ トリ グモ H59, H15 23, gy, ey, (D). 
Plexippus incognitus: CHIKUNI, 1941; Yacinuma, 1960, 1968, 1971, etc. (ec DoENITZ & STRAND in 

BOESENBERG & STRAND, 1906). (Hk. Hn. S. K. Amami). 

FALZHO TAK VPA hbAoOMMK] (1941) に ウス スジ ハエ トリ の 写真 (pl. 19, fig. 6) 2318 
げ ら れ て あり , これ に Plexippus incognitus DOENITZ et STRAND の 学名 が あて られ て いる . PpD 
国 の 多く の 研究 者 た ち は , これ に 準拠 し て , と の 学名 を ウス スジ ハエ トリ 使用 し て きた の で ある . 5X 
者 の 図鑑 に も その まま 採用 し て きた が , 明らか な 誤り で ある の で と の 機会 に 訂正 し て お く . DoENITz 
お よび STRAND (1906) は , P. incognitus の 記載 と し て 色彩 全 形 図 と 1 行 た ら ず の 記録 を 残し て いる 
(に すぎ な い が , 図 や 生息 場所 (屋内 ) から, 現在 われ われ の 称し て いる ウス スジ ハエ トリ と は まっ な たく 
別種 で ある . 

疑問 を 残し な が ら 検 討 を 加え られ な いま ま 今 日 に いた っ た が , 筆者 は と の 機会 に ウス スジ ハエ トリ を 
改め て 見 直し , 新しく 名 を 与え て 記載 する と と に し た . 和 名 は 一 般 的 に な っ て いる の で , と の クモ に そ 
の まま 和 名 を 残す て と に し た , 属 に 関し て は 多少 の 問題 が あり , 今後 さら に 他 の ハエ トリ グモ と と も に 
検討 すべ き 時 が くる で あろ る ろう が , 生殖 器官 の 構造 を 重視 し また 日 頃 指導 を 受け て いる ポー ラン ド の 
PROsZYNSKrI 博士 の 意見 を も 尊重 し て 暫定 的 に 広義 の Pellenes に お く (細分 属 で は アメ リカ の Habro- 
nattus (に な る か も 知れ な い ). SIMON ほか の 人 為 的 分 類 の 検索 表 で は Euophrys に 落ち る の で ある が , 
生殖 器官 の 構造 は まっ た く < 異な り , Euophrys に お く と と は で き な い . 部 分 的 に は Evarcha, Marpissa, 
Sitticus に も 似 て いる が 主要 な BMS LIC Pellenes と し て 扱っ た . わが 国 で は , すでに 斉藤 三郎 
(1934) に より , 北海 道 か ら Pellenes nigrociliatus L. Koch ホク オウ ハエ トリ が 報告 され て お り , e 
の 生殖 器官 に 類似 性 は 見 られ る が , 3 の 触 肢 の 構造 は 異な る 


Clubionidae フク ログ モ 科 


34. Chiracanthium japonicum BOESENBERG et STRAND, 1906 カバ キ コ マチ グモ KS, ?, Sy. 
BoEsgNBERG & STRAND, 1906; Uyemura, 1940; Sarro, 1959; Yacinuma, 1960. (Hk. Hn. S. K. 
Ts. Rk.; Kr. C.) 
35. Clubiona phragmitis C. Kocu, 1843 ミ ギ ワ フク ログ モ H5 9, 3ey, (D). 
C. Kocn, 1843; Simon, 1897; BozsENBERG, 1902; Simon, 1932; Sarro, 1935; RErwosER, 1947; 
Locket & MILLIDGE, 1951; Yacinuma & NIsHIKawa, 1971. (Hk.; Sk. [Pal.]) 
36. Clubiona yagata YAGINUMA, n. sp. ヤ ガ タフ クロ グモ H2 3ey, H13 ey, H15 7ey, H19 39, (D). 
本 種 の 外観 は , 斉藤 三郎 の 図説 (1959) (pl 24, fig. 188) に 似 て いる が , 同書 (に は C. jáponicola 
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ウス キ フ ログ モ と あり , と れ は 日 本 全土 に か ふつ うな ハマ キ フ クロ グモ の と と で , し か も epigynum の 
図 も ちがっ て いる か ら 別 種 と みな し た . われ われ が 日 常 見 て いる ハマ キ フ クロ グモ に は と の よう な 矢 羽 
状 の 斑紋 が な い . また 本 種 Clubiona yagata は , 過去 に お いて は C. jucunda や C. lutescens と 同定 さ 
れ た と と も ある よう で ある . 北海 道 に 広く 分 布 する . 


Heteropodidae YR ATER 


37. Micrommata roseum (CLERCK, 1758) ツユ グモ H15 29y. 
CLERCK, 1757; YaGINUMA, 1960, 1968, 1971. (Hk. Hn. S. K.; Kr. [Pal.]) 


調査 結果 概要 


今回 の 調査 の 結果 , 新種 お よび 未 決定 種 を 含め て 13 科 25 属 37 種 と な り , その うち Theridion chikunii, 
Prolinyphia marginella, Xysticus atrimaculatus が 北海 道 新 記録 と な る . 

また , Cybaeus aokii, C. petegarinus, Centromerus terrigenus, Theridion nigrolimbatum, Pellenes ususudi, 
Clubiona yagata を 新種 と 認め て 記載 し た . と れ ら の うち , Centromerus terrigenus, Theridion nigrolimbatum, 
Clubiona yagata, Pellenes ususudi は , すでに 大 雪山 (1970) で も 採集 され て お り , 新種 と 認め て いた が 未 
記載 の まま で あっ た の で , と の 機会 に それ ら を も あわ せ て 記載 し た . 

Pellenes ususudi は , 各地 に どく ふつ うに 産 す る ハエ トリ グモ で あり な が ら , 久しく 疑問 の まま Plexippus 
incognitus と いう 正体 不明 瞭 な 学名 が 使用 され て きた の で , 改め て 検討 を 加え 新種 と し て 記載 し た の で ある . 

Callobius sp. は C. claustrarius を 思わ せる が , 幼生 の た め 決 定 を さけ た . と の 種 は 今後 の 研究 を 要する 
も の で , か つて C. claustrarius と 同定 され て いた も の の 一 部 は C. hokkaido に 落ち 着い た が , 他 は C. 
claustrarius で ある か 否 か に つい て 疑問 が 残る ・ 

ハエ トリ グモ そ で ひじ ょ うに 大 型 の Marpissa 属 の も の が と れ て いる が , 標本 は 個体 の み で , 3 の 検討 を 
必要 と する の で リス ト か ら 省 き 記載 を 保留 し た . 

コ サ ラ グモ 科 の も の に 数 種 あ り , いずれ も 大 雪山 で 採集 され て いる の で ある が , 研究 に な お 時 日 を 要する 
の で と れ ら に つい て は 改め て 記述 する と と に する . 

40 種 た ら ず の 種 で も っ て 日 高山 系 の クモ の ファ ウナ を 論じ る と と は で き な い が , 辛い に し て 筆者 は 大 雪山 
の クモ を か な り 詳 し くみ て お り , とこ れ ら と 比較 する と 今回 の 採集 品 の 大 部 分 が 大 雪山 と 共通 し て お り , 日 高 
山系 も 大 雪山 系 も 同じ よう な クモ の ファ ウナ を 持つ と 見 て よい で あろ う . 

南方 系 の 種 は まっ た くま じ え ず , 旧 北 区 系 CNY) と 日 本 基本 種 か ら 成 っ て いる と と は , 位置 と 高度 の 関 
係 か ら 当然 で も ろう . な お , 日 本 基本 種 も 概して 北方 地域 に 多い も の が ほとん ど で あ っ た - 


Descrptions of New Species 
Theridion nigrolimbatum n. sp. 
Takane-himegumo] 
Type-series. Mt. Poroshiri-daké, Hidaka, Hokkaido, 23-VII-1971, 399y($; 24-VII- 
1971, 9d; 25-VII-1971, 9 3; 27-VII-1971, 42.4, J. Aokr: Sugatami-no-iké (1,650 m 
alt.), Daisetsu, Hokkaido, 6-VII-1970, 9; Mt. Kuro-daké (1,300-1,450 m alt.), Daisetsu, 


Hokkaido, 8- VII-1970, 33 many 9; Yukomanbetsu (1,000-1,100 m alt.), Daisetsu, Hok- 
kaido, 8-VII-1970, 9; 10-VII-1970, 93; 11-VII-1970, 26, Y. NiSHIKAWA et al. 


Holotype(9. Mt. Poroshiri-daké, 27-VII-1971, J. Aoki. 
Total length 2.8 mm; cephalothorax 0.95 mm long, 0.85 mm wide. 
Cephalothorax yellowish brown with irregular brown flecks, sometimes with a brown 
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Figs. 1-5. Theridion nigrolimbatum n. sp. —— 1. Maxillae, labium and sternum (4). 
——— 2. Chelicera (4). 3. Epigynum (9). 4. Genitalia (9). 5. Palp 
(d). 


patch in the center. Legs yellow or brown without annulation by ring flecks. Sternum 
yellow, brown or gray with black margin. Abdomen varies with individuals, but usually with 
white spots divided into many scaly flecks by a gray aborized cardiac pattern. Both sides 
black. Spinnerets surrounded by a black ring. 

Cephalothorax longer than wide, convex. Anterior eye row straight seen from front, 
posterior also straight seen from above. Posterior lateral eyes the largest and followed by 
posterior median, anterior lateral and anterior median eyes. Anterior median eyes separated 
by the diameter, from laterals by less than the diameter of anterior median eye. Posterior 
eyes arranged equidistantly. Median ocular area somewhat wider than long, narrower in 
front than behind. Clypeus shorter than the length of median ocular area. Promargin of 
fang furrow with three teeth, the inner one of which is the largest. Labium wider than long 
(2:1). Sternum triangular in shape, slightly longer than wide, and dully pointed behind, 
widely separating fourth coxae. Maxillae convergent over labium, but inner sides parallel. 
Measurements of legs (in mm) are as follows: 


Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 

1 | 180° 17 | 140 065 | 555 

n 1.10 1.15 0.90 0.50 3.65 

li 0.95 0.85 0.60 0.40 | 2.80 
UN] m 135 | roo | 045 | 425 


Abdomen globular in shape. Epigynum transverse, with two orifices through which the 
spiral structure of genitalia is visible. Genitalia with long bursa. Colulus wanting 
without leaving any trace. 


Paratype(g). The locality, date and collector are the same as those of the holotype. 

Total length 2.25 mm; cephalothorax 1.1 mm long, 0.9 mm wide. 

All eyes smaller than those of the holotype, so that the intervals between neighbouring 
eyes are larger than in female. Anterior median eyes separated from each other by a distance 
wider than from laterals. Posterior median eyes slightly narrower to each other than to the 
adjacent laterals. Chelicera very long, being allometric growth, with large apophysis at inner 
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corner, bearing 1-2 denticles、 Maxillae long, convergent over labium, with parallel sides, 
Labium semicircular in shape, wider than long. Sternum triangular in shape, pointed 
behind. Coxae IV widely separated. Measurements of legs (in mm) are as follows: 


Fem. Pat. & Tib. | Met. Tar. | Total 

| 1.75 1.90 190 | or | 620 

| 130 1.40 | 120 0.55 ( 445 

ul | 095 Í 100 |. 120 0.50 | 3.65 
WV | 14o | 13 | 145 [| oso | 44o | 


Abdomen longer and slenderer than in female. Male palp as shown in Fig. 5. Colulus 
wanting. 

Remarks. At a glance, this species seems to belong to Enoplognatha in the shape of 
male palp, but it cannot be placed in that genus because of the lack of colulus or even setae 
between anterior spinnerets. The present species is allied to T. bellicosum Simon, but 
differs from it in the shape of male chelicera, female epigynum and the coloration of abdomen. 
Till now, many individuals of this species have been collected in Nagano Prefecture (by Mr. 
Y. CHIKUNI) and Miyagi Prefecture (by Mr. S. KArAokA). 


Centromerus terrigenus n. sp. 


[Yezo-maru-saragumo] 


Type-series. Poroshiri-dake, Hidaka, Hokkaido, 27-VII-1971, 3, J. Aoki; Mt. Kuro- 
daké, Daisetsu, Hokkaido, 8-VII-1970, 9, Y. NISHIKAWA et al.; Yukomanbetsu, Daisetsu, 
Hokkaido, 10-V11-1970, 9, Y. NISHIKAWA et al. 


Holotype(9) Poroshiri-dake, 27-VII-1971, J. Aoki. 

Total length 1.85 mm; cephalothorax 0.83 mm; leg I 0.66 mm. 

Carapace and legs uniformly yellowish brown. Abdomen gray with no pattern. Epi- 
gynum reddish brown. Spinnerets black. Sternum grayish yellow. 

Anterior eye row straight. Anterior median eyes the smallest, the other eyes nearly 
equalinsize. Anterior median eyes half the diameter of anterior lateral eyes, contiguous to 
each other, separated from the adjacent laterals by the diameter of anterior median eye. 
Posterior eye row procurved, the medians separated from each other by their diameter, from 
laterals by less than the diameter. Median ocular area broader than long, narrower in front 
than behind. Clypeus as long as the length of the median ocular area. Promargin of fang 
furrow with three teeth widely spaced, retromargin with extremely small five denticles which 
are barely visible under high magnification. Maxillae parallel. Labium much broader than 
long. Sternum convex, of shield-shape, widest between I and II legs. Legs short and 
stout. Fem. I shorter than carapace. Metatarsus shorter than tibia. Tibiae I-IV each with 
two dorsal spines. Fem. I with one ventral spine. Tib. I with no lateral spine. Metatarsi 
I-III each with a weak dorsal spine, without trichobothrium. Tm. I=0.66. 

Remarks. The present species bears a resemblance to Centromerus sylvaticus (BLACK- 
WALL), but is distinguished by the shape of epigynum which has two wing-like chitin pro- 
jections on both sides of the base of the middle scape (F ig. 6). 

Many individuals have also been collected on the Daisetsu mountains, but the male is 
not yet known in both the mountains. 
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Fig. 6. Centromerus terrigenus n. sp.; epigynum (9). 


Cybaeus aokii n. sp. 


[Yezo-namihagumo] 


Type-series. Mt. Poroshiri-daké, Hidaka, Hokkaido, 24-VII-1971, 9$ 9y, Y. 
WATANABE; 27-VII-1971, $, J. Aoki:  27—28-VII-1971, 9, I. OBARA. 


Holotype (9). Mt. Poroshiri-daké, 24-VII-1971, Y. WATANABE. 

Total length 6.25 mm; cephalothorax 2.8 mm long, 1.95 mm wide. 

Carapace yellowish brown with deep brown cervical and radial flecks. Median furrow 
reddish brown. Chelicerae, maxillae and labium yellowish brown (reddish brown in 
another specimen). Sternum yellowish brown with reddish brown margin (another speci- 
men has costate gray flecks). Legs yellowish brown, becoming deep brown towards the 
distal ends. Femur and tibia of each leg with two annulations which are wide and more 
distinct below than above. Abdomen gray, with a yellow cardiac pattern and inconspicuous 
several paired yellow flecks. 

Cephalothorax longer than broad (22:15). Eye area occupying more than a half the 
width of head (3:5). Cervical grooves and radial furrows distinct. Median furrow long, 
needle-shaped. Anterior eye row straight, the posterior recurved. Anterior median eyes 
the smallest, nearly a half the diameter of lateral eyes, separated from each other by the 
diameter, from the laterals by one-third the diameter. Both lateral eyes subequal, separated 
by two-thirds the diameter. Posterior median eyes somewhat smaller than lateral eyes, 
separated from each other by more than the diameter, from the laterals by less than that. 
Median ocular area slightly wider than long (17 : 16), narrower in front than behind (10:17). 
Clypeus shorter than the length of median ocular area (9:16). Chelicera stout and genic- 
ulate, with three teeth on promargin of fang furrow, five teeth and four denticles on retromar- 
gin. Labium broader than long, about a half as long as maxilla. Sternum longer than wide 
(55:48), truncated in front, pointed between IVth coxae which are separated by a half 
the width. Leg formula 4, 1, 2, 3. Measurements of legs (in mm) are as follows: 


| Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 
l 1.90 2.50 1.45 100 | 6.5 
I 1.80 2.15 145 090 | 630 
m 1.65 1.95 145 0.90 5.95 
N | 200 235 | 195 [| 110 7.40 
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Abdomen long oval. Colulus degenerated to several setae divided into two groups. Gen- 
italia as shown in Fig. 8. 


Figs. 7-8. Cybacus aokii n.sp. —— 7. Palp (d). —— 8. Genitalia (9). 
ーー- 9. C. petegarinus n. sp.; palp (d). 


Paratype ($). Mt. Poroshiri-daké, 27-VII-1971, J. Aokr. 

Total length 5.7 mm; cephalothorax 3.0 mm long, 2.1 mm wide. 

Colour and shape similar to those in the holotype. Flecks on femora and tibiae distinct, 
but those of tibiae light coloured. Abdomen darker than in female, and six paired flecks 
distinct. Both sides of cardiac pattern with yellow stripes. Venter of abdomen deep gray 
with running light stripe on both sides. Leg formula 4, 1, 2, 3. Measurements of legs 
(in mm) are as follows. 


i Fem. | Pat. & Tib. | Met. Tar. Total 

I | 230 | 3.00 | 200 | 140 | 80 

I 2.10 2.75 | 1.85 1.25 7.95 

Ul 2.00 | 2.40 1.75 | 110 | 720 
Nv 2.60 3.40 2.40 | 140 9.80 


Palp as shown in Fig. 7. Both patella and tibia each with a projection. 

Remarks. The present species resembles Cybaeus kiuchii Komatsu in the structure of 
female genitalia, but is different from the latter in the presence of a projection on patella and 
tibia of the male palp. 


Cybaeus petegarinus n. sp. 


[Petegari-hamihagumo] 


Holotype(d). Mt. Petegari-daké, Hidaka, Hokkaido, 27-VII-1970, S. UENo. 


NII-Electronic Library Service 


National Science Museum 


北海 道 日 高山 脈 の 銘 昧 27 


Total length 5.0 mm; cephalothorax 2.5 mm long, 1.8 mm wide. 

Cephalothorax light yellowish brown, darker towards head. Chelicerae, maxillae and 
labium brown. Sternum yellowish brown. Legs yellowish brown, but becoming gradually 
darker towards the distal ends, without any annulation by ring flecks. Abdomen light yellow- 
ish brown with no pattern. 

Cephalothorax convex, highest at the median furrow, longer than broad (25:18). Eye 
area occupying slightly more then a half the breadth of head (11:20). Head narrow. 
Anterior row of eyes weakly recurved, the posterior almost straight. Anterior median eyes 
a half the diameter of the adjacent laterals, separated from each other by 1.5 times the 
diameter, from the laterals by the diameter. Both lateral eyes subequal, larger than the 
others, separated by more one-third the diameter. Posterior median eyes separated by more 
than twice the diameter, from the laterals by less than 1.5 times the diameter. Median 
ocular area longer than wide, narrower in front than behind. Clypeus about two-thirds the 
length of median ocular area. Chelicera geniculated, with three large teeth on promargin 
of fang furrow, four large and two small teeth and five denticles on retromargin. Labium 
as long as wide. Sternum slightly longer than wide, truncated in front, pointed between 
IVth coxae which are separated by half the breadth. Leg formula 4, 1, 2, 3. Measure- 
ments of legs (in mm) are as follows: 


| Fem. | Pat. & Tib. Met. Tar. | Total 

I 2.20 2.90 2.00 1.40 8.50 

n 215 | 2.65 1.95 135 8.10 

m 2.05 2.35 1.90 1.20 7.50 

WV | 240 300 - 2.0 | 145 9.45 


Abdomen long oval. Colulus replaced by several setae. Palpal tibia bearing two projec- 
tions, one of which is transformed into a lamella, the other is also flat but sharply pointed 
(Fig. 9). 

Remarks. 'The general characteristics of this species are similar to those of the other 
species of the genus, but the shape of the projection of male palp is very different from that 
of any other species. Female is unknown. 


Pellenes ususudi n. sp. 


[Ususuji-haetorigumo] 


Type-series. Mt. Ontaké (1,400—1,500 m alt.), 20-VIII-1968, 9; (1,450-1,500 m alt.), 
20-VIII-1968, 73; (1,600-1,700 m alt.), 21- VIII-1968, d 9; (1,600-1,760 mm alt.), 21- 
VIII-1968, 3, Y. NisHIKAWA et al.; Mt. Kirishima, (1,200-1,330 m alt.), 30-VII-1971, 
3g, Y. NisHIKAWA et al.; Mt. Poroshiri-daké, Hidaka, Hokkaido, (24-V11-1971, 9, Y. Wa- 
TANABE; 27-VII-1971, 23 dy y, J. AOKI. 


Holotype (9), Mt. Poroshiri-daké, 24- VIII-1971, Y. WATANABE. 

Total length 7.2 mm, carapace 2.6 mm long, 2.2 mm wide; leg I 4.60 mm, II 4.05 mm, 
III 5.10 mm, IV $.65 mm. 

Carapace yellowish brown, with two broad brown stripes on the thorax. Eye area 
darkened. Chelicerae, maxillae and labium brown. Sternum yellowish brown with 
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brown margin. Legs yellowish brown, annulated with brown Hecks (some specimens 
without such ring flecks). Abdomen yellowish brown with complicated brown flecks divided 
into three groups by light coloured cardiac stripe bifurcated behind. Ventral surface of ab- 
domen yellowish brown with a black stripe and many scattered black spots. 

Carapace high and flat above, the posterior declivity gradually declining. Anterior eyes 
subcontiguous, the upper margins of middle eyes forming a straight line with those of the 
lateral eyes. The first eye row slightly broader than the third row (33:31). Quadrangle 
of eyes occupying nearly half the length of carapace, broader than long (3:2). Eyes of 
second row small, slightly nearer to the third row than to the first row (4:5). Prosterior 
lateral eyes smaller than the anterior lateral eyes. Clypeus less than half the diameter of an- 
terior median eye. Chelicera with two teeth on promargin of fang furrow, a large conical 
tooth on retromargin. Labium broader than long (19:15). Coxae I well separated by the 
truncated anterior edge of sternum. Coxae IV subcontiguous. Sternum longer than broad 
(11:8). Leg IV longer than III with tibia IV slightly longer than tibia III. Patella plus 
tibia of leg III shorter than those of leg IV (25:27). Tibiae I and II with 2-2-2 ventral 
spines. Metatarsi I, II and III with 2-2 ventral spines. "Tib. III with one prolateral 
spine, tib. IV with 2 ventral spines. Met. IV with 1-2 ventral spines. Tibia, metatarsus 
and tarsus of all legs with trichobothria. Each tarsus with 3 trichobothria, each metatarsus 
with 3, excepting IV (with 4 trichobothria). Outer claw of IVth tarsus with 15 small teeth, 
inner one with 6 large teeth (this feature resembles that of the genus Sitticus).  Epigynum 
and genitalia as shown in Figs. 11 & 12. 


Figs. 10-13. Pellenes ususudi n. sp. 
12. Genitalia (9). 
inner claw (9). 
15. Palp (4). 


10. Palp (4). 11. Epigynum (9). 
13. Claws of fourth leg (left: outer claw, right: 
14-15. Clubiona yagata n. sp. 14. Genitalia (9). 
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Paratype(d). Mt. Poroshiri-daké, Hidaka, Hokkaido, 27-VII-1971, J. Aoki. 

Total length 5.00 mm, cephalothorax 2.40 mm long, 1.95 mm wide. Excepting the 
small body, the essential characteristics and colour are similar to those in the female. Male 
palp lacking in conductor, and the tibial apophysis stout. 

Remarks. The present species is widely distributed in Japan, and has long been identi- 
fied with Plexippus incognitus. However, the present author has recognized that this species 
is quite different from Plexippus incognitus, describing it as a new species. The original 
description of P. incognitus is very poor, and the coloured figure accompanying it seems to be 
a subadult of Plexippus paykulli. P. incognitus dwells in houses, but Pellenes ususudi is found 
in mountains. 

The present species is allied to the European spider Pellenes nigrociliatus L. Kocu, dis- 
tributing also in Japan, in the shape of epigynum, but the structure of male palp is very 
different from that of the latter. Though the relative length of the first eye row and third 
eye row and that of the third and fourth legs are different from those of many species of 
Pellenes which have been recorded in Europe and America, the author prefers to regard it 
tentatively as a member of the genus Pellenes because of the structure of sexual organs, in 
accordance with the opinion of Dr. J. PRÓszvNskr. In a narrow sense, this species may 
belong to the genus Habronattus (hitherto recorded from America). 


Clubiona yagata n. sp. 


[Yagata-fukurogumo] 


Type-series. Poroshiri-daké, Hidaka, Hokkaido, 23-VII-1971, $ 9y; 27-VII-1971, 
89y; 28-VII-1971, 9 g, J. Aox1; Sugatami-no-iké, Daisetsu, Hokkaido, 5-VII-1970, 9 3, 
Y. NiSHIKAWA et al.; Rishiri-daké, Rishiri Island, 5- VIII-1966, 9, M. Omno. 


Holotype(9). Sugatami-no-iké, Daisetsu, Hokkaido, 5-VII-1970, Y. NISHIKAWA et al. 

Total length 9.6 mm; cephalothorax 3.7 mm long, 2.5 mm wide. 

Carapace yellowish brown, with dark flecks along radial furrows. Head reddish brown. 
Chelicerae, maxillae and labium blackish yellow. Sternum yellowish brown, with black 
margin and some inconspicuous black spots. Abdomen deep reddish brown with yellow 
feather-like pattern (variable in clearness according to individuals). Ventral surface of abdo- 
men reddish brown with two broad reddish yellow stripes, each of which is marginated 
with a series of small yellow spots. 

Anterior eyes equidistantly spaced, making a procurved line, the medians smaller than 
the adjacent laterals. Posterior eye row slightly procurved. Posterior eyes nearly equal 
in size, the medians separated from each other by a distance wider than from the laterals. 
Sternum longer than broad. Chelicera with two teeth (one large, another small) on pro- 
margin of fang furrow, two teeth and two denticles on retromargin. Measurements of legs 
(in mm) are as follows: 


Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. | Total 

1 | 28 | 390 | 195 120 | 9.90 

ll 2.85 4.15 1.95 1.20 10.15 

A 2.35 2.95 2.05 0.80 8.15 
Iv 320. | 。 "445 3.20 0.45 11.00 
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Tibiae I and II with 2-2 ventral spines, metatarsi I and II with 2 ventral spines, tib. III 
with 1—1 prolateral spines, met. III with 2 prolateral spines. Genitalia as shown in Fig. 14. 


Paratype(d). The locality, date and collectors are the same as those of the holotype. 
Total length 5.65 mm; cephalothorax 2.75 mm long, 2.0 mm wide. 
Deeper in colour than the female. Abdomen purplish brown with a pair of yellow dots 
in anterior part and followed by a distinct yellow feather-like pattern. The shape and 
spination are similar to those of the female. Measurements of legs (in mm) are as follows: 


Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 
I 2.20 3.55 1.95 1.05 8.75 
il | 220 | 3.55 1.95 1.05 | 8.75 
III | 1.85 2.35 1.70 0.70 | 6.60 
= 人 し 9 Bas 、。 | = 5 0.80 _ 9.20 


Remarks. This species is allied to Clubiona lutescens WESTRING in the shape of male palp, 
but the tibial apophysis of the former is larger than that of the latter, and the shape of genitalia 
is quite different from that of the latter. 

Many individuals of this species have hitherto been found in Hokkaido. However, this 
species has been often identified with C. lutescens, C. jucunda or C. japonicola. 

''he specimens of both sexes from Mt. Poroshiri-daké are somewhat damaged, so that 
the description is made on the basis of the specimens from Mt. Daisetsu. 


Summary 


The spider fauna of Mt. Daisetsu was investigated in 1970 as a project of JIBP-CT-S 
section, and fairly many spiders were brought to light. However, nothing has hitherto 
been known on the spider fauna of the Hidaka mountain range. Fortunately, the author had 
an opportunity to examine the spiders collected by Dr. J. Aoki, Dr. S.-I. UENo and other 
zoologists during the surveys of Mt. Poroshiri-daké and Mt. Petegari-daké. 

Materials handed over to the author for identification include about 200 individuals, 
which were classified into 37 species of 25 genera belonging to 13 families. Of these, six 
species were recognized as being new to science; three others were newly added to the fauna 
of Hokkaido, i.e. Theridion chikunii Yacinuma, Prolinyphia marginella O1 and Xysticus 
atrimaculatus BOESENBERG et STRAND. Some species of Micryphantidae and Salticidae are 
still awaiting further investigation, because many of them are either immature or repre- 
sented by a single sex. 

Pellenes ususudi has long been called under the name of Plexippus incognitus, whose real 
nature is uncertain. The author has carefully re-examined this spider and described it as 
a new species at this opportunity. 

‘Though the spiders taken in this survey are not numerous, most of them are common to 
Mt. Daisetsu. One-fourth of these species are either Palaearctic or Holarctic, and the 
remainings are Japanese basic species distributed in the northern parts of Japan. 
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